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１．はじめに 

都市におけるヒートアイランド対策の一つとして，風の道の活

用という方法が考えられる 1)2)。都市における風の道の整備計画と

は，周囲の海洋，湖，山地などからの冷気をできるだけ妨げずに

都市内に導き，それをヒートアイランド軽減に活用しようとする

試みのことである 1)2)。このような風の供給源の一つとして，山地

で発生する山谷風 3)や斜面の冷気流 3)が考えられる。 

山谷風の発生は気象条件に左右されるが，晴天で周辺地域全体

で吹く風が弱いときに顕著に発生するといわれている。一般に，

夜間は谷を吹き降ろす山風，日中は谷を吹き上げる谷風が卓越し，

日出，日の入の頃に凪が生じることが日本および世界の各地にお

ける実測調査で確認されている 3)4)5)6)7)8)9)。 

山風が市街地に及ぼす冷却効果を研究した事例のうち，糸川ら

(1999)10)が行った神戸市灘区杣谷川周辺市街地での野外観測では，

夜間に六甲山から吹き降ろす冷気流の市街地冷却効果が確認され

た。浜田ら(2011)11)による長野市における山風の研究では，夜間

に安定した山風が観測され，市街地に平均0.5℃，最大で2.0℃の

気温低下をもたらすことが確認された。このように山地の傾斜地

形によって発生する局地風が市街地に到達し，気温低下をもたら

すという研究結果は何例か報告されている。 

本研究で調査対象地とした京都府八幡市の男山周辺では，地域

住民によって，夏季の日中に山から吹き降ろす顕著な冷気流を感

じることが古くから知られている。日中に顕著な下降風が吹くと

いうのは珍しい現象であり，かつ，ヒートアイランド対策として

有効に活用できる可能性が高い自然現象であると考えられる。 

先行研究 12)では，日中において山から市街地へ向けて吹く低温

な風が確認され，その風は市街地方向へ約100 m離れた地点まで

到達することが明らかになっている。周辺地域の気温分布も把握

され，山内と市街地との気温差は最大で 7.0℃以上に及ぶことが

確認された。本研究では，最も顕著な冷気流の発生が確認された

神應寺の谷において，主に冷気流の日変化特性について解析を行

った。その結果から，男山周辺地域における冷気流を活用したヒ

ートアイランド対策の可能性について考察する。 

 

２．研究方法 

（１）観測対象地の概況 

本研究は京都府八幡市，男山の神應寺の谷で行った（図－1，2）。

神應寺の谷は，先行研究 12)において山風が最も顕著に現れた地点

である。男山は京阪八幡市駅の南東部に広がる独立峰で標高 142 

mである。男山には多くの植物種が生育しているが，アラカシな

どの照葉樹が中心となっている。今回観測対象とした神應寺の谷

は男山の北東部に位置しており，谷筋はおおよそ西から東へと続

いている。谷沿いの参道は樹木に囲まれた空間になっており，谷

筋に沿って湧き水が流れている。地面被覆の大部分は土壌面であ

り，舗装面，草地面は僅少である。 

（２）谷口における風の連続観測 

表－1 に示す風向風速計を用いて，神應寺の谷の谷口付近で風

向，風速，気温の経時変化を測定した。風向風速計は地上1.5 m

に設置して観測を行った。2015年8～9月の晴天日に計13日間，

各 1々 時間から 24 時間の連続観測を行い，10 秒間隔または 60

秒間隔でデータを記録した。 

（３）谷口における風の鉛直分布の観測 

高さ 7.0 m の標尺と熱線式風速計（表－1）を用いて，神應寺

の谷の入り口付近で風速，気温の鉛直分布を測定した。また，風

向を把握するため，標尺に1.0 m毎に吹流しを取り付け，それを

目視することで風向を判別した。地上高3.5 m，7.0 mの位置に

風速計を取り付け，10秒間隔で記録した。 

（４）気温，風向風速の平面分布状況観測 

温度計付のサーミスタ風速計（表－1）を用いて，神應寺の谷

から周辺地域にかけての8地点において風向，風速，気温の移動

観測を行った。 

風向は風速計に取り付けた吹流しを目視することで直接地図上 
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表－1 測定場所と測定機器一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 調査対象地の概略図と計測地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 谷口部A-B間の概略断面図（水平：高さ＝1：1） 

 

に記録した。山風の風速の変動を考慮し，それぞれの測定地点に

1 分間留まり，その間の風速の最大値と最小値を記録した。1 回

の移動観測は 30 分以内で終了した。観測は参道の奥から谷口に

向けて移動し，谷口から約200 m離れた市街地付近までを範囲と

した。図－1の移動1から移動3は山内，移動4は谷口付近，移

動5と移動6は谷口と市街地の中間地点，移動7は幹線道路の手

前，移動8は八幡市駅に近い幹線道路上にある。 

（５）気温日変化の観測 

自記温度計（表－1）を用いて，神應寺の谷とその周辺での気

温日変化を測定した。日射の影響等を避けるため温度計にアルミ

ニウムの放射遮蔽傘を被せた上で，地上高1.5 mの木陰内に設置

し，10分間隔で気温変化を記録した。温度計は図－1に示す9箇

所と，谷の入り口から北へ約 300 m 離れた市街地の建物脇に 1

箇所設置した。 

（６）解析方法 

使用した全ての機器は，アスマン通風乾湿計を用いて室内で検

定を行い，示度差を補正した上で解析に用いた。 

風向風速計で得られた風向のデータは方位角で記録されており，

磁気偏角補正した上で解析を行った。本研究では方位角 50～

110°の方向から吹く風を谷風，230～280°の方向から吹く風を

山風と定義した。 

一般風のデータとしては，男山から南東へ約7 km離れた地点

にある京田辺のアメダスと，南南西へ約8 km離れた地点にある

枚方のアメダスの，風向，風速の値を使用した。 

表－2 谷口における山風の出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果および考察 

（１）観測期間中の気象条件 

2015 年の西日本の 8 月の平均気温は平年より低く，降水量は

平年より多かった。8月上旬は晴れて気温が高い日が多かったが，

下旬は天気の崩れた日が多く気温が低かった。9 月の平均気温は

平年より低く，降水量は平年並みであった。9 月上旬は曇りや雨

の日が多く，上旬から中旬にかけて低温となった 13)。 

（２）全観測日における山風の発生状況 

全観測日における山風発生状況を表－2 に示す。風向が 230～

280°の範囲にあり，かつ風速が0.0 m/s より大きいデータを山

風と定義し，それぞれの観測日における山風の発生状況を解析し

た。表－2 の山風出現率とは，それぞれの測定時間中に得られた

全データのうち，山風に該当するデータを％で表したものである。

顕著な山風出現率とは，それぞれの測定期間中に得られたデータ

のうち，風速1.5 m/s以上に該当するものである。 

今回の測定範囲では，日中，夜間ともに高い頻度で山風が発生

していることが明らかになった。8時から20時において，山風出

現率が90%以上の日が多くみられたが，40%に満たない期間もあり，

日によって山風の発生状況が異なることが分かる。 

20時から翌8時の夜間においては，ほとんどの観測期間で山風

出現率が100%となっており，安定して山風が吹いていた。夜間に

斜面を吹き降ろす風が連続的に吹くという結果は，長野県の研究

事例(浜田, 2011)11)などと同様の結果であり，山地における山風

の一般的な性質であると考えられる。 

（３）谷口における風の連続観測結果 

１）安定した山風の例 

2015年8月8日12時00分～14時30分の谷口での測定結果

を図－3に示す。以下，図－5まで計測間隔は10秒である。測定

中の天候は晴れであり，京田辺のアメダスで14時50分に最高気

温 37.4℃を記録した猛暑日であった。風向は 230～280°の範囲

にあり，山を吹き降ろす風が連続的に吹いていた。平均風速は1.7 

m/s であり，風速の最大値と最小値はそれぞれ2.4 m/s，1.0 m/s で

あった。測定中に得られた全データのうち，風速1.5 m/s 以上が

約 90%を占めており，顕著に山風が発生した日であった。谷口の

平均気温は28.5℃であった。市街地内に設置した自記温度計の値

は12時，13時，14時においてそれぞれ33.9℃，35.0℃，35.9℃

を記録していた。同時刻における谷口の気温はそれぞれ 28.8℃，

28.5℃，28.6℃であった。市街地の気温と比較すると 14 時では

気温差が 7.3℃に達し，谷口は顕著に低温な環境であったことが

分かる。市街地では12時から14時にかけて気温が2.0℃上昇し

（個） （個） （個） （％） （％）

8月3日 12:00-13:00 360 345 69 95.8 19.2

8月5日 15:30-18:30 1080 1069 256 99.0 23.7

8月6日 9:00-11:00 720 671 2 93.2 0.3

11:30-13:00 540 205 21 38.0 3.9

8月8日 12:00-14:30 900 900 831 100.0 92.3

15:00-18:30 1260 929 297 73.7 23.6

8月9日 15:00-18:30 1260 1260 927 100.0 73.6

8月12日 15:30-18:00 900 889 222 98.8 24.7

8月18日 9:00-11:00 720 679 143 94.3 19.9

12:00-13:00 360 360 268 100.0 74.4

8月23日 8:00-20:00 720 260 34 36.1 4.7

8月27日 8:00-20:00 720 607 274 84.3 38.1

9月4日 12:00-13:00 360 353 91 98.1 25.3

9月15日 10:30-13:30 1080 710 142 65.7 13.1

9月23日 11:30-13:30 720 233 29 32.4 4.0

8月5日 20:00-翌8:00 720 720 110 100.0 15.3

8月9日 20:00-翌8:00 720 720 250 100.0 34.7

8月23日 20:00-翌8:00 720 639 95 88.8 13.2

8月27日 20:00-翌8:00 720 720 220 100.0 30.6

9月5日 0:00-    1:00 360 360 66 100.0 18.3

8:00-20:00
の観測

20:00-翌
8:00の観測

顕著な山
風観測期間

全データ数
山風

データ数
顕著な山
風データ

山風
出現率

調査項目 調査場所　 調査期間 使用機器

風の連続観測 谷口 2015年8～9月の13日間 風向風速計（Kestrel 4500: Mistral）
風の鉛直観測 谷口 2015年9月4～5日 熱線式風速計（AM-14SD: 佐藤商事）

気温・風向風速分布 移動１～８ 2015年9月4、5、15、23日
温度計付サーミスタ風速計
（Testo V1: TESTO）

気温日変化
参道①～⑤
谷筋①～④
市街地内

2015年8月4日～10月7日 自記温度計（DATA mini-3633: 日置電機）
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たが，谷口においては目立った気温上昇がみられなかった。これ

は山風により冷涼な環境が維持され，気温上昇が抑制されていた

ことが原因だと考えられる。この時，神應寺の谷の気温は，14時

において谷筋①では 27.8℃，谷筋②では 27.4℃を記録しており，

谷口の気温よりも更に低温であった。谷筋③では28.7℃と，谷口

の気温と同程度であった。神應寺の谷の谷筋において冷たい空気

隗が形成されており，その空気が流出することで谷口付近で大き

な気温低減効果をもたらしていると推察される。 

この事例以外では，2015年8月18日12時～13時のデータが

同様の傾向を示した。13時の市街地の気温は31.3℃であったが，

谷口では 24.7℃であり，6.6℃の気温差があった。8 月 18 日 12

時において，放射温度計(PM132A: YOKOGAWA)を用いて地表面

温度分布の測定も行った。その結果，谷口付近の地表面温度は

25.0℃であり，谷口の気温25.3℃よりもわずかに低かった。参道

を進むにつれて地表面温度は徐々に低下していき，谷の上流部で

は24.1℃であった。谷筋を流れる水の温度は21.9℃であり，これ

も谷口の気温より低かった。このような神應寺の谷の低温な地面

の影響で低温が保たれ，冷気が維持されている可能性が高い。 

このように山風が連続的に吹く場合には，谷口での気温変化が

非常に小さく，気温が低い状態が維持されることが特徴である。 

２）間欠的に吹く山風の例 

2015年8月12日15時30分から18時に行った観測結果を図

－4に示す。測定中の天候は曇りであり，京田辺のアメダスで15

時28分に最高気温34.2℃を記録した真夏日であった。風向は250

～270°の範囲にあり，山風が吹いていた。しかし，測定中に 4

回ほど風速が0.0 m/s となり，山風は間欠的であったことが分か

る。平均風速は1.2 m/s であり，8月8日よりも小さかった。こ

の日無風状態が続いた最長継続時間は約 50 秒であり，非常に短

時間であった。これとは別の8月8日の夕方の観測では，周辺地

域で大気の状態が不安定となり雷鳴が聞こえ，無風状態の最長時

間は7分間に及んだ。 

このように日によって無風状態となる頻度や，吹き止む時間が

異なっており，その時の気象条件に影響されていると考えられる。 

無風状態になると一時的にわずかな気温上昇が見られたが，低温

な環境は維持されていたといえる。15時30分において市街地の

気温は34.2℃であったが，谷口では27.3℃で，気温差は6.9℃で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 谷口における風向，風速，気温の変化（2015年8月8日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 谷口における風向，風速，気温の変化(2015年8月12日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 谷口における風向，風速，気温の変化(2015年9月15日） 

 

３）谷風との入れ替わりがある山風の例 

2015年9月15日10時30分から13時30分に行った観測結

果を図－5 に示す。測定中の天候は晴れであり，京田辺のアメダ

スでは13時21分に最高気温29.6℃を記録した。 

10時30分から12時30分頃までは，山風と谷風が交互に入れ

替わり吹いていた。この時間帯において，風速は0.0 m/s から3.6 

m/s と変動幅が大きく，前述した事例よりも不安定であった。2.5 

m/s 以上の風速を記録した時は，いずれも谷風が吹いていた。 

風向と気温の関係を見てみると，山風が吹いていた時は，谷風

が吹いていた時と比べ，顕著に気温が低下していることが分かる。

それらの気温差は3.0～4.0℃程度であり，風向の変化に伴い急激

な気温の変化が生じていた。測定中に最も高い気温を記録した際

の気温変化について詳しく見てみる。谷風が吹いていた12時11

分から 12 時 13 分の間の気温は 26.0℃前後であり，12 時 11 分

20秒には測定中の最高気温26.5℃を記録した。12時13分40秒
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に風向が76°，風速が0.0 m/s となったが，その10秒後には風

向が263°，風速が1.6 m/s となっており，この時点で山風に変

わった。山風が吹く直前の気温は25.9℃であったが，その後急激

に気温が低下し，50秒間で気温は4.5℃も下がった。この急激な

気温変化は，前述した地域住民によって経験されている冷気流の

特徴であり，このエリアにおける特異的な現象であると考えられ

る。風向の変化に伴う急激な気温変化は，山風と谷風の入れ替わ

りの際に生じており，12時以前にも繰り返し見られた。なお，一

部のデータで風向の変化よりも気温の変化が先に生じている時間

帯があるが，これは矢羽で風向を変化させる測器の遅れによる影

響と考えられる。浜田(2011)11)が長野県の市街地で行った研究で

は，山風流入後20分間で約2.0℃，40分間で約4.0℃の気温低下

が観測されたが，その結果と比較すると，極めて短時間で気温変

化が生じたことが分かる。谷筋に設置した自記温度計は安定して

低温を示していたことから，谷筋上流側の空間に安定的に低温空

気が蓄積しており，この下端部での空気の移動が，極端な気温の

変化をもたらしているものと推察される。13時以降は安定して山

風が吹いており，気温は21.9～22.4℃を推移していた。京田辺の

アメダスで日最高気温が出現した13時21分において，市街地で

は27.9℃，谷口では22.1℃であり，気温差は5.8℃であった。 

谷風と入れ替わり山風が吹く場合には，風速の変動幅が大きく，

風向が変わる時に急激な気温変化を伴うのが特徴であり，谷口付

近で冷気の前線面のようなものが形成されていると考えられる。 

（４）日変化パターンの比較 

ここでは，24時間の連続観測の結果から，谷口での風速，風向，

気温の日変化パターンを示し，1 日を通して山風がどの時間帯に

発生するのかを解析する。これらの計測間隔は60秒である。 

１）2015年8月23日8時から8月24日8時の観測事例 

 8月23日から24日にかけて天気は概ね安定していた。23日8

時から 15 時においては山風が吹く時間が多かった(図－6)。この

時間帯では時折50～110°の方向から吹く谷風が発生することも

あった。このような谷風との入れ替わりがある山風は，9 月 15

日の観測事例と類似しており，気温と風速の急激な変化を生じて

いる。15時から21時においては山風よりも谷風の頻度が高くな

っていた。この時間帯における風速はかなり不安定であり，無風

状態から3.0 m/s 程度までの幅があった。アメダスのデータによ

ると，この時間帯の一般風は京田辺では2.1～2.7 m/s ，枚方では

2.9～4.4 m/s であり，全観測期間のうちでも比較的風速が大きい

日であった。強い一般風が谷口での風に影響を及ぼしていた可能

性がある。21 時以降は常に山風が吹いており，風速も 0.5～1.5 

m/s の範囲で安定していた。 

２）2015年8月27日8時から8月28日8時の観測事例 

測定期間中，天気は安定して晴れであった。27日の12時まで

は山風とその他の方向から吹く風との入れ替わりが見られ，8 月

8日の観測事例と同様の結果であった。しかし，12時以降から翌

8時まで常に山風が吹いていた(図－7)。 

山風が安定して吹き始めた時間帯から，風速も1.0～2.0 m/s の

範囲で安定していた。1時30分に一度無風状態になったが，それ

以外は山風が連続的に吹いていた。山風の影響により，谷口付近

では日中においても気温がほとんど上昇せず，26.0℃に満たなか

った。市街地では 16 時に日最高気温の 32.4℃を記録したが，同

時刻において谷口では24.9℃であり，気温差は7.5℃に達した。 

（５）谷口における気温・風速の鉛直分布の特性 

測定を行った 2015 年 9 月 4 日 12 時から 13 時(日中)，9 月 5

日 0 時から 1 時(夜間)は，両日とも天気は晴れであった。日中は

風向が 260～280°の範囲にあり，山風が吹いていた。12 時 45

分頃までは安定して山風が吹いていたが，それ以後は無風になる

こともあり，間欠的に吹いていた(図－8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6 谷口における風向，風速，気温の変化 

   (2015年8月23日8時～24日8時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－7 谷口における風向，風速，気温の変化 

   (2015年8月27日8時～28日8時） 

 

地上高3.5 mで風速が大きくなる傾向がみられたが，風速の変

動のパターンは各高度で類似していた。山風はある程度の高さを

もって吹いており，少なくとも地上高7.0 mまではその範囲に含

まれることが分かった。市街地の気温は12時で28.6℃，13時で

28.9℃であった。それらと比較すると各高度とも顕著に低温であ

った。高度によっても気温差がみられ，高度が低いほど気温も低

くなる傾向にあり，地上1.5 mではいずれの高度よりも常に気温

が低く，地上7.0 mよりも1.0～1.5℃低かった。低温な地面に近

い空気が暖まりにくいためと考えられる。 

夜間において山風は，日中とは異なり連続的に吹いていた(図－

9)。夜間は各高度を比較しても明確な温度差がなく，0.4℃差以内

にとどまっており，山風の層全体で一様に近い温度分布であった
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と考えられる。0 時において，神應寺の谷内に設置した 7 個の自

記温度計のデータは，20.0～20.3℃の範囲にあった。このように，

夜間において神應寺の谷では，谷筋や参道でほとんど気温差がな

く，1.5～7.0m の範囲でも気温差は小さかった。風速も各高度で

安定しており，夜間における安定した山風の発生は 8 月 8 日，8

月12日と同様の結果であった。地上高3.5 mで風速が大きくな

る傾向があり，これは日中と同様であった。高度3.5 mでは，地

面や樹冠付近の葉による摩擦の影響を受けにくくなるため，風速

が大きくなるものと考えられる。 

（６）山風発生時の谷上流から市街地にかけての気温・風向・風

向の水平分布の特性 

2015年9月4日の日中(12時)の天気は晴れ時々曇りであった。

谷口における風向風速計の記録から，移動観測中は谷口付近で安

定した山風が吹いていた。神應寺の谷内での風向は常に参道沿い

を市街地側へ吹いていく山風の方向であり，移動1から移動4ま

で風速の最小値が0.0 m/s を記録した地点もなかった(図－10)。

このことから参道の最も奥の移動1より更に上流から山を吹き降

ろす安定した気流が発生していたことが分かる。移動4の風速は

1.5 m/s であり，神應寺の谷内の風速と比較すると大きい値とな

っていた。また，最大値と最小値も同様に大きい値となっていた。 

これは山の地形による影響と考えられる。移動5から移動7にお

いて，風向は一定であったが，風速の最大値と最小値の差が大き

く，山風はやや不安定であったといえる。幹線道路上の移動8で

は風向が南向きになっており，この地点では山風ではなく，一般

風の影響を受けていると考えられる。山風は市街地に近づくにつ

れて一般風の影響を受け，幹線道路上ではさらに車両交通等の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－8 高度別の風速，気温の変化（2015年9月4日・昼間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－9 高度別の風速，気温の変化（2015年9月5日・夜間） 

影響も受けて消滅すると推察される。神應寺の谷から周辺地域に

かけての温度変化を見てみると，山内にある移動1から移動3ま

では気温が低く，移動2では23.4℃であった。一方，市街地に最

も近い移動8の気温は29.5℃で，移動2との気温差が6.1℃に達

していた。同時刻において市街地では28.6℃を記録していた。移

動8は幹線道路上にあり，八幡市駅にも近く比較的交通量が多い

ため，気温が高かったと考えられる。男山と市街地の中間地点で

ある移動5と移動6では，それぞれ25.5℃，25.9℃であり，移動

8 や市街地のデータと比較すると低温であった。谷口から 80～

100 m程度離れている地点においても，山風による冷却効果が及

んでいたと判断できる。これらは，他の観測日においてもおおよ

そ同様な結果であり，2009年の測定 12)とも良く似た結果となり，

再現性が認められる。 

9 月 5 日の夜間の移動観測時においても，日中と同様に安定し

た山風が吹いていた(図－11)。山内での風向は常に参道沿いを市

街地側へ吹いていく方向であり，移動1から移動4まで風速の最

小値が0.0 m/s を記録した地点も無かった。移動4で風速が大き

いのは日中と同様である。気温は移動3と移動4で19.8℃，市街

地に近い移動8で20.8℃であり，それらの気温差は1.0℃であっ

た。また，移動5，移動6と移動8との気温差はそれぞれ0.8℃，

0.7℃であった。日中ほど顕著な温度差は現れなかったが，山風の

影響範囲で低温化が認められた。 

（７）山風と一般風との関係 

男山では日中，夜間ともに山風が吹くことが確認されたが，日

中の山風の発生状況は日により，時間帯により異なっており，そ

の時々の気象条件に影響されるということが示唆された。そこで，

日中の山風発生時の一般風の風向や風速との関連性について解析

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－10 日中の気温・風向風速分布（2015年9月4日12時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－11 夜間の気温・風向風速分布（2015年9月5日0時） 

   □内が気温，矢印が風向風速を表す 
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１）山風発生頻度と一般風の風速 

 アメダスの風速のデータは 10 分毎の値を用いた。谷口におけ

る風の観測で得られたデータは集計し，10 分毎のデータとした。

日中の全観測期間で296データが得られた。 

 解析の結果，アメダスの風速が大きくなるほど，山風の発生率

が低くなる傾向がみられた。枚方のアメダスで風速0.0～1.0 m/s 

を観測したときは，92.0%が山風であった。しかし，風速3.0～4.0 

m/s ，4.0～5.0 m/s を観測したとき，山風の占める割合はそれぞ

れ44.3%，45.5%であり，山風の発生率は低くなった。京田辺のア

メダスでも同様の傾向を示し，一般風の風速が強いほど山風の発

生頻度が低くなる傾向が見られた。  

２）山風発生頻度と一般風の風向 

 解析には風速と同様に 296 個のデータを用いて，16 方位ごと

に比較した。京田辺のアメダスの風向との関係をみてみると，風

向が北から東寄りの場合に山風の発生率が低くなっていた。特に，

京田辺での風向が北北西の時，山風が占める割合は 37.1%しかな

かった。風向が西寄りの場合は山風の発生率も高く，風向が西の

時は 100％が山風であった。神應寺の谷は西から東へ向けて開け

ており，山の斜面もこの方向に下っている。一般風が西寄りから

吹く場合は，ちょうど山の斜面を吹き降ろす方向と一致しており，

それにより山風の発生率が高くなったと考えられる。枚方のアメ

ダスの風向との関係を見ても，風向が西寄りの時は山風の発生率

が高かった。 

しかし，いずれの風向の場合においても山風は発生しており，

一般風の風向と山風の発生に関する関連性については十分には明

らかにならなかった。 

 

４．まとめ 

本研究の結果，13日間の全観測日において男山から日中，夜間

ともに山から吹き降ろす低温の風が観測された。 

谷口における風の観測の結果から，日中においては，山風が連

続的に吹く場合，間欠的に吹く場合，谷風と入れ替わりながら吹

く場合とが確認された。山風が連続的に吹く時は風速が大きく，

風速1.5 m/s 以上となる時間帯も多かった。いずれの場合も山風

が発生している時間帯に谷口では顕著に気温が低く，周辺のアメ

ダスデータや八幡市市街地での実測データと比較すると最大で

7.5℃程度低かった。山風と谷風と入れ替わりながら吹く場合は，

風向の変化に伴い急激な気温変化が生じており，最大，50秒間で

気温が4.5℃も低下した。 

山風の日変化パターンは日によって大きく異なっていた。夜間

における安定した山風の発生は，各観測日ともに共通しており，

一般的に知られている山風と同じ特性を示した。しかし，日中に

おける山風は一定のパターンを示さず，その時の気象条件に影響

されることが示唆された。 

 谷口における風速，気温の鉛直分布の測定結果から，日中は，

上部よりも下部で気温が低いという結果となり，地上1.5 mでは，

地上7.0 mよりも1.0～1.5℃低かった。このことから地面付近で

冷気が形成されているということが分かった。谷筋に流れる水や

地面の温度は山風よりも低く，低温を保つ一因となっている可能

性が高い。 

移動観測結果から，山風発生時は，山から市街地へ向かう道に

沿う風が確認され，日中は谷口から約100 m離れた地点において

も気温低下が認められた。しかし，幹線道路と交わる地点では気

温低下がほとんど認められず，その先に山風は到達し難いと考え

られる。 

 今回研究対象とした山風は，夏季の日中において神應寺の谷口

周辺に顕著な気温低下をもたらすことが確認された。低温な山風

の頻繁な発生状況と，強い冷却効果を考慮すると，夏季において

低温な風の及ぶ範囲にある神應寺の谷口付近のスペースを，避暑

目的に特化したクールスポット緑地として整備，活用できる可能

性は高いと考えられる。公園緑地からの冷気にじみだし現象等
14)15)と比較すると，男山の山風は気温の低減量と風速が大きく，

体感的にも非常に涼しく感じられる。このような特化した目的で

設置された公園緑地の前例は，ほとんど無いと思われるが，地域

住民による日常的活用のみならず，特殊な自然現象を体感するた

めの観光目的の緑地としても有望であると考えている。 

なお，山風の冷却効果が及ぶのは谷口から100m程度までであ

り，広く都市全体を冷却するような効果は期待できないことも明

らかになった。 

今回の調査では，山風が日中に生じる原因は明らかにならなか

った。その発生メカニズムを直接的に解明していくためには，男

山上空での風況などについて詳細な調査を行っていく必要があり，

その発生原理が明らかになれば，他の緑地等での発生可能性の判

断なども出来るようになるだろう。 
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